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市制施行20周年によせて

津谷市長・堀部議長からメッセージ

注目情報

ちいきの話題

各種コラム／市長ダイアリー

学びの広場／カレンダー

カラー特集

市制施行20周年

健康ひろば　ほか

しごと／市営住宅

各種お知らせ

夜間当番医／慶弔　ほか

小規模雪寄せ／採用試験　ほか

広告

※９月30日現在の住民基本台帳による

総人口 27,974人（49人減）
男　 13,203人（24人減）
女　 14,771人（25人減）

　出生 ６ 人　　転入 32人
　死亡 47人　　転出 40人
世帯数 13,400世帯（13世帯減）
※人口には外国人住民も含みます

11
令和６年 秋の火災予防運動期間

11月３日（日）～９日（土）は火災予防週間です
≪消防団≫
日時　11月３日（日）
場所　各地区
内容　消防団による巡回広報
≪想定訓練等≫
日時　11月９日（土） ９時～ ※森吉地区のみ11時～。
場所　鷹巣地区（太田地区）　合川地区（下道城地区）
　　　森吉地区（惣内地区）　阿仁地区（笑内地区）
内容　防災講話や火災想定訓練等
≪住宅用火災警報器の設置・維持管理推進活動≫
日時　11月10日（日） 10時～12時
場所　ケーズデンキ鷹巣店　店舗内エアコン売り場前
内容　住宅用火災警報器設置および維持管理について
　　　無線連動型住宅用火災警報器購入補助金交付事業の説明
北秋田市消防署警防係 ☎62‐1119問

11月５日（火） 10時～

防災ラジオで緊急地震速報訓練を実施します
　緊急地震速報を見聞きしてから強い揺れが来るまでの間に、慌てず、身
を守るなど適切な行動をとるためには日頃からの訓練が必要です。
　緊急地震速報の放送にあわせて身を守るために、安全な場所で「姿勢を
低く」「頭を守り」「動かない」行動をとってください。
日時　11月５日（火） 10時頃
　　　※状況により、中止する場合があります。
内容　防災ラジオの放送にあわせた行動訓練
総務課危機管理係 ☎62‐6602問

秋のこどもまんなか月間

11月は児童虐待防止＆DV防止推進月間です
≪児童虐待防止≫
　子育ての悩みが募ると、子どもへの虐
待につながってしまうことがあります。
一人で悩みを抱え込まないで、自分の気
持ちを話してみませんか。子育ての不安
や悩みはいつでもご相談ください。
こども課子育てあんしん係 ☎ 84‐8778
秋田県北児童相談所 ☎ 0186‐52‐3956

≪配偶者等からの暴力（DV）防止≫
　配偶者や恋人等からの暴力（DV）に悩んでいませんか。DVは「なぐる・
ける」など身体的暴力に限りません。精神的に追い詰められ、心に大きな
傷を残すこともあります。ひとりで悩まず、ご相談ください。
北秋田地域振興局 鷹巣阿仁福祉環境部 ☎62‐1256問

問
問

お祝いのメッセージ
北秋田市制施行20周年によせて
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市
制
施
行
20
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
市
民
の

皆
様
並
び
に
当
市
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

全
て
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
17
年
３
月
22
日
に
鷹
巣
町
、合
川
町
、森
吉
町
、

阿
仁
町
が
合
併
し「
北
秋
田
市
」が
誕
生
し
て
以
来
、

市
民
の
皆
様
と
共
に
歩
み
、
多
く
の
困
難
や
課
題
を

乗
り
越
え
、
こ
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
の
も
皆

様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
の
賜
物
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
20
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
天
皇
皇
后
両
陛

下
を
お
迎
え
し
た
全
国
植
樹
祭
、
秋
田
わ
か
杉
国
体

の
開
催
、
北
秋
田
市
民
病
院
や
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
の
開
設
、
日
沿
道
鷹
巣
大
館
道
路
開
通
、
伊
勢
堂

岱
遺
跡
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
な
ど
、
多
く
の
喜
ば

し
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
平
成
19
年
の
阿
仁
前
田
地
区
を
中
心
と

郷
土
愛
、
そ
し
て
市
議
会
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
よ
り
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
日
、
社
会
経
済
情
勢
の
急
激
な
変
化
に
よ
り
、
自
治
体
を
取

り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
当
市
に
は
、

恵
ま
れ
た
高
速
交
通
体
系
や
豊
か
な
自
然
、
農
林
産
物
、
歴
史
文

化
な
ど
の
誇
る
べ
き
資
源
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
無
限
の
可
能
性
を

秘
め
た
当
市
の
魅
力
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、
最
重
要
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
対
策
を
基
軸
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
積
み
上
げ
て
き
た
様
々
な
施
策
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
時

代
の
変
化
に
応
じ
た
先
送
り
で
き
な
い
課
題
に
一
つ
一
つ
挑
戦
し
、

次
の
世
代
に
誇
り
を
持
っ
て
引
き
継
げ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
こ
れ

か
ら
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
当
市
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、
市
民
の
皆
様
の
よ
り

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

し
た
大
水
害
、
東
日
本
大
震
災
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延

な
ど
様
々
な
困
難
に
も
直
面
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
困
難
も
、
市

民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
深
い

　

市
制
施
行
20
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
市
議
会

を
代
表
い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
平

成
17
年
３
月
、
４
町
が
合
併
し
、
新
た
に
誕
生
し
た

「
北
秋
田
市
」
は
、
市
民
の
皆
様
の
郷
土
愛
と
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
、
発

展
を
続
け
二
十
歳
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

20
年
の
記
念
す
べ
き
節
目
を
皆
様
と
迎
え
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
改
め

て
故
郷
「
北
秋
田
市
」
を
見
つ
め
な
お
す
機
会
に
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
20
年
間
は
、
念
願
で
あ
っ
た
日
本
海

沿
岸
自
動
車
道
の
開
通
や
「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
」
の
世

界
遺
産
登
録
な
ど
喜
ば
し
い
話
題
が
あ
り
ま
し
た

が
、
大
雨
や
台
風
に
よ
る
自
然
災
害
も
多
発
し
深
刻

な
被
害
を
被
っ
て
お
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
令
和
元

年
12
月
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

持
の
た
め
様
々
な
施
策
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
、
な
お
変
化
し
続
け
る
社
会
情
勢
の
中
で
、
少
子
高
齢
化
や

自
然
災
害
、
空
き
家
対
策
な
ど
様
々
な
課
題
が
山
積
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
私
ど
も
市
議
会
も
、
諸
課
題
に
対
し
速
や
か
に
、
か
つ
適

切
に
対
応
す
る
た
め
、
市
民
の
声
や
衆
知
を
集
め
地
域
課
題
の
解

決
に
向
け
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
行
政
と
と
も
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
積
み
重
ね

て
き
た
歴
史
と
伝
統
を
こ
れ
か
ら
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

「
住
民
が
主
役
の
〝
も
り
〞
の
ま
ち
」
の
実
現
と
、
市
民
の
皆
様

が
「
活
気
あ
る
明
る
く
豊
か
で
美
し
い
、
住
み
よ
い
ま
ち
」
を
実

感
で
き
る
よ
う
議
員
一
同
研
鑽
を
重
ね
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
今
後
と
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
市
民
の
皆
様
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
北
秋
田
市
の
益
々
の
発
展
と
、
市
民

の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

の
拡
大
に
よ
り
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま

で
と
異
な
る
生
活
様
式
へ
の
移
行
が

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
市
で

は
緊
急
経
済
対
策
事
業
実
施
な
ど
、

市
民
生
活
と
市
内
事
業
者
の
活
動
維 堀　部　　　壽

北秋田市議会議長 北秋田市長

津　谷　永　光

▲児童相談所虐待
　対応ダイヤル

▲「DV相談＋」


